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A Study of A Teacher's Thought Processes in Action Research: 






































調査期間は 201X 年４～５月で、三上に基づき Focus、Hypothesis、Action、Reflection の４フェー
ズ１サイクル分のアクションリサーチを実施した。Action の授業回数は 6 回で、各実践をビデオ
カメラで記録した。
本研究ではインタビュー法を用いて、三上のワークシート記入時に思考した内容を教師に想起
してもらった。インタビューのタイミングは、①授業実践前（Focus と Hypothesis のフェーズに
該当）、②各授業後の休み時間（Action に該当）、③すべての授業実践終了後（Reflection に該当）
とした。インタビューでは「アクションリサーチの各フェーズの遂行時に考えていたことについ
て想起し、説明してください」と伝え、①と③は約 20 分、②は授業ごとに５分～10 分実施した。
2.3 本実践における研究者の位置付け


















のインプット」という仮説に基づき small talk の話題を検討する場面が挙げられる。実践では、






た。例えば、教師 A は、6 回の実践後の振り返りにおいて、実践③や実践⑥を通して small talk
における話題の重要性を再確認しながらも、ペア活動がスムーズに進まなかったことを踏まえて、
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以上の仮説を基にして、教師 A は、多量のインプットとしての small talk と授業目標の明示を
６回の授業で計画し、その効果を検討することにした。なお、small talkは、実践①、実践②、実践③、
実践⑥、授業目標の明示は、実践①と実践⑥で実施している。
仮説①の small talk は、実践②から本格的に導入されている。実践②のインタビューにおいて、
以下のように教師 A は、授業の雰囲気はよかったものの、教師と生徒間の英会話から生徒同士の
ペア活動への切り替えのタイミングが難しく、時間を使いすぎたことを説明している。










・これ例えば sports だけじゃなくて、AKB fan とか Arashi fan とかにした方がもっとオープン
に広げた方がよかった。
実践⑥では、実践⑤の小テストで生徒が I am not～の表現を難しそうにしていた実態と、実践
③の話題に関する反省を活かし、芸能人を話題にして small talk を実施した。インタビューにお
いて、教師 A は、授業開始からクラスの雰囲気が悪いと感じたため、予定していたタイミングよ
り早く small talk を実施し、その結果、雰囲気が良くなったと語っている。
・（授業冒頭の英語での挨拶で）テンションが重たいので、ああこれはもうダメだと思って。こ
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以上の仮説を基にして、教師 A は、多量のインプットとしての small talk と授業目標の明示を
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以下のように教師 A は、授業の雰囲気はよかったものの、教師と生徒間の英会話から生徒同士の
ペア活動への切り替えのタイミングが難しく、時間を使いすぎたことを説明している。
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に広げた方がよかった。
実践⑥では、実践⑤の小テストで生徒が I am not～の表現を難しそうにしていた実態と、実践
③の話題に関する反省を活かし、芸能人を話題にして small talk を実施した。インタビューにお
いて、教師 A は、授業開始からクラスの雰囲気が悪いと感じたため、予定していたタイミングよ
り早く small talk を実施し、その結果、雰囲気が良くなったと語っている。
・（授業冒頭の英語での挨拶で）テンションが重たいので、ああこれはもうダメだと思って。こ










































































































調査期間は 201X 年４～５月で、三上に基づき Focus、Hypothesis、Action、Reflection の４フェー
ズ１サイクル分のアクションリサーチを実施した。Action の授業回数は 6 回で、各実践をビデオ
カメラで記録した。
本研究ではインタビュー法を用いて、三上のワークシート記入時に思考した内容を教師に想起
してもらった。インタビューのタイミングは、①授業実践前（Focus と Hypothesis のフェーズに
該当）、②各授業後の休み時間（Action に該当）、③すべての授業実践終了後（Reflection に該当）
とした。インタビューでは「アクションリサーチの各フェーズの遂行時に考えていたことについ
て想起し、説明してください」と伝え、①と③は約 20 分、②は授業ごとに５分～10 分実施した。
2.3 本実践における研究者の位置付け
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2.3 本実践における研究者の位置付け


















のインプット」という仮説に基づき small talk の話題を検討する場面が挙げられる。実践では、






た。例えば、教師 A は、6 回の実践後の振り返りにおいて、実践③や実践⑥を通して small talk
における話題の重要性を再確認しながらも、ペア活動がスムーズに進まなかったことを踏まえて、

































Darling-Hammond, L. & Snowden, L.（2009）Preparing Teachers for a Changing World: What Teachers Should 
Learn and Be Able to Do. Jossey-Bass, San Francisco. 秋田喜代美・藤田慶子（訳）『よい教師をすべての教室
へ』, 新曜社 , 東京．
Doyle, W.（1980）Classroom management. Kappa Delta Pi, West Lafayette.
藤原顕（2020）教師による自立的なアクションリサーチの方法論に関する検討．福山市立大学教育学部研究紀要, 
vol.8: 71-83.
Kagan, D.M.（1992）Professional Growth Among Preservice and Beginning Teachers. Review of Educational 
Research, Vol.62(2): 129-169.
Kemmis, S., McTaggart, R., & Nixon, R.（2014）The Action Research Planner, Springer.
Lewin, K.（1946）Action Research and Minority Problems. Journal of Social Issues, Vol.2(4): 34-46.
McNiff, J. & Whitehead, J.（2009）Doing and Writing Action Research. SAGE Publications.
三上明洋（2010）『ワークシートを活用した実践アクション・リサーチ』大修館書店
Russ, R.S., Sherin, B.L., & Sherin, M.G. （2016）What Constitutes Teacher Learning?, In Gitomer, D.H. and 
Bell, C.L. (Eds.), Handbook of Research on Teaching, American Educational Research Association, 391-438.
Sagor, R.D. & Williams, C.（2016）The Action Research Guidebook. Corwin Press.
佐野正之（2000）『アクション・リサーチのすすめ：新しい英語授業研究』大修館書店
佐野正之（2005）『はじめてのアクション・リサーチ』大修館書店
Schön, D. (1983) The Reflective Practitioner: How Professionals Think in Action. Basic Books.
横溝紳一郎（2000）『日本語教師のためのアクション・リサーチ』凡人社
武蔵野教育学論集　第 11 号








































以上の仮説を基にして、教師 A は、多量のインプットとしての small talk と授業目標の明示を
６回の授業で計画し、その効果を検討することにした。なお、small talkは、実践①、実践②、実践③、
実践⑥、授業目標の明示は、実践①と実践⑥で実施している。
仮説①の small talk は、実践②から本格的に導入されている。実践②のインタビューにおいて、
以下のように教師 A は、授業の雰囲気はよかったものの、教師と生徒間の英会話から生徒同士の
ペア活動への切り替えのタイミングが難しく、時間を使いすぎたことを説明している。










・これ例えば sports だけじゃなくて、AKB fan とか Arashi fan とかにした方がもっとオープン
に広げた方がよかった。
実践⑥では、実践⑤の小テストで生徒が I am not～の表現を難しそうにしていた実態と、実践
③の話題に関する反省を活かし、芸能人を話題にして small talk を実施した。インタビューにお
いて、教師 A は、授業開始からクラスの雰囲気が悪いと感じたため、予定していたタイミングよ
り早く small talk を実施し、その結果、雰囲気が良くなったと語っている。
・（授業冒頭の英語での挨拶で）テンションが重たいので、ああこれはもうダメだと思って。こ





































させていることが示唆された。教師 A は、観察、Can-do リストを通して「現状把握」「アクショ
ンリサーチの問い」「教師の仮説」の項目をワークシートに記入している。このように三上
（2010）に基づき、教師 A は客観的な現状把握をしている。しかしながら、その一方で、実際の
アクションリサーチの思考過程に関するインタビューでは、「認め合いや助け合いを大事にする」
といった教育観や、「音と文字の一致」という関心が語られている。
こうした教師の教育観は、現状把握において「ペア活動がうまくいかない」「人前で発言する
のが苦手な子が多い」という実態を調査したことに関連すると考えられる。また、教師 A の関心
である「音と文字の一致」は、現状把握の「英語の音と文字がなかなか一致しない」、仮説①の「多
量のインプット」という手立てに関連することが推察される。したがって、アクションリサーチ
アクションリサーチにおける教師の思考過程に関する研究（中村）
